
 

 

図書館常設展示 第 3 回 
釣りの本  

－戦前までの資料を中心として－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所：東京海洋大学附属図書館（品川キャンパス） 

期間：2009 年 1 月 26 日（月）～3 月 19 日（木） 

主催：東京海洋大学附属図書館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表紙の写真：江戸前の釣りと言えばアオギスの脚立釣りが有名で、江戸の昔から昭和の

初めまで盛んに行われた。写真は歌川国輝（二世）の「東京各大区之内 品川沖蒸気船

鉄道遠望」。 

 

注 資料リストのうち、各資料説明末尾の小さい文字は東京海洋大学附属図書館の請求

記号を表わす。 



 

釣りの本展示資料リスト(年代順) 

東京海洋大学は、明治 34－35 年の水産講習所一覧によれば中村利吉による「釣具構

成同実習」の授業もあるなど、釣りを学問の一部としてとらえる伝統がありました。そ

のためか図書館も数は少ないながらも、釣りの良書を所蔵しています。現存する最古の

釣書「何羨録」（かせんろく）（復刻本）、天保年間の釣を今に伝える「魚猟手引」（かわ

がりてびき）（原本）、幸田露伴の「水上語彙」（すいじょうごい）や石井研堂の「釣遊

秘術釣師気質」（ちょうゆうひじゅつつりしかたぎ）、大橋青湖の「釣魚秘伝集」などは

定評ある釣りの本として有名です。今回は主に戦前までの資料を中心に展示しました。

戦後の本については江戸の釣りについて書かれた本や井伏鱒二・開高健の本などを選び

ました。江戸から明治・大正・昭和に至るまでの釣りの本をどうぞお楽しみください。 
 

１ 何
か

羨
せん

録
ろく

 : 復刻 / 津軽采女著 ; 中村利吉写. 釣り文化協会, 1981 

津軽采女正著 1723 年（享保８年）成立 三巻  
現存するなかで日本最古の釣書。写本のみ現存。著者の津軽采女正は陸奥黒石

藩主の嫡男であり、忠臣蔵の吉良義央（よしなか）の女婿。釣漁技術史上稀に

見る貴重資料で江戸時代の東京湾の民俗学、漁業史、気象学を知る唯一の文献

として注目される。展示資料は中村利吉による明治 21 年写本の復刻。 
787.1/Ts36/別置図書 

２ 魚猟
かわがり

手引
て び き

  / 城東漁父著. -- [出版者不明], 1834.  

    川漁、海漁の様式及び漁具を一括して大きく区分した最初の書。 

110/Z94/1/別置図書 

３ 垂
すい

釣
ちょう

筌
せん

 : 庄内の釣 / 陶山槁木述 ; 佐藤七郎編 ; [渡部信治郎訳註].  

    本間美術館, 1976  

文久 3年（1863）に書かれた山形県日本海沿岸の釣場案内のうち、残っている

跋文を渡部信治郎が現代文に訳し、本間美術館から、昭和 51（1976）年出版。

図解地図などは散逸。陶山槁木（184-1872）は庄内藩士。庄内の磯釣の書とい

う点で類書がなく貴重。展示資料は復刻版。787/S85 

４ 釣魚篇 / 錦織精之進譯.  --文部省, 1876. -- (百科全書).  

文部省が刊行したイギリスのチェンバーズ百科全書の和訳シリーズのうちの

１冊。この本により日本で初めてアイザック・ウォルトンの「釣魚大全」が紹

介され、知られるようになった。110/N41/1 



 

５ 鈎
ちょう

鉤
こう

図譜
ず ふ

 / 中村 利吉/編著 渓水社 , 1978 

    原本は 1885～89 年（明治 18～22）に成立。中村利吉（？－昭和 7（1932）没） 

は「みすや針」という針・釣針問屋に生まれ、その家業を継ぐ。また水産伝習

所、水産講習所の釣学を担当する。日本全国の各種釣鈎を旧藩時代からの面影

をそのままとどめ、自然色に近いまま網羅した。誇張がなく、写実性に富んだ

信頼性の高い資料。665.5/C83 

６ 漁釣新書 / 安倍精一郎著. 青木嵩山堂, 1893.  110/A11/1 

７ 水産釣漁學 全.1895（筆記録最終行日付）(水産傳習所講義筆記)   

    水産伝習所の水産釣魚学講義を学生が筆記したノート。当時、水産釣魚学を担

当していた中村利吉の講義の記録と思われる。106/S01/1/別置図書 

８ 日本水産捕採誌 : 全 / 農商務省水産局編纂. 水産社, 1912   

農商務省水産局による全国の漁具漁法を記述した資料。第二編は釣漁業をとり

あげており、当時の全国の詳細な釣漁業の様子がわかる。澁澤敬三は著書「日

本釣漁技術史小考」で「第二編釣漁業は、明治以前より明治へかけての釣漁技

術の一大集成でもっとも信憑性ある資料であり、前代の技術を巨細に推知する

に本書以上のものはない。」と評価している。明治 28 年（1895）脱稿。664/N97 

９ 水
すい

上
じょう

語
ご

彙
い

 / 幸田露伴[著] 智徳会, 1897.7 

露伴が倭寇の小説を書くに当たり、水上の事を渉猟して一冊にしたものである。 

五十音順に船、海、釣り、天気などに関する言葉とその意味を記載した辞書の

ようなもの。石井研堂と米光亀二郎の協力を得た。102/K11/1 

10 日本魚類圖説 / 藤田經信[ほか]著. 第1巻 第1集 -重要部. 裳華房, 1903 

魚種別に外形・習性を詳細に記し、各々の漁具図も付している。漁具図には使

用していた地名も併記。その地域での当時の漁具や漁法がわかるという意味で

貴重である。4875/O83 

11 釣遊
ちょうゆう

秘術
ひじゅつ

 釣師
つ り し

気質
か た ぎ

 : / 石井研堂著 博文館, 1906.12.  

明治の作家で釣愛好家は石井研堂と幸田露伴が双璧だが、石井研堂の釣に関す

る著作の代表作が「釣遊秘術・釣師気質」である。「江戸時代からの釣り」に

よれば、明治末期の釣書中で日本水産捕採誌をのぞいては最大・最良の書であ

る。なお、幸田露伴の序文がある。7871/I71  

12 釣魚独
ちょうぎょどく

案内
あんない

 : 附・釣師の日記 /高橋鬼川著.東文堂, 1919 越中島分館 787.1/T 1 

13 釣遊案内 : 釣師必携 / 渡辺義方.    水産社, 1920. 110/W11/1 

14 釣の研究 / 上田尚著.    警醒社書店, 1921. 越中島分館 787.1/U 1  



 

15 釣の話/上田尚著.大阪毎日新聞社,1923.(ｻﾝﾃﾞｰ毎日叢書;第２編).110/U25/1  

16  品川灣
しながわわん

の投網
と あ み

 / 桐島像一編. -- 交通道徳會, 1925.  

    投網について詳細に書かれているという意味で珍しい本。著者は趣味として投

網に打ち込んだ人物。投網についての記述のほかに田中茂穂や岸上鎌吉の寄稿

もあり、充実した内容となっている。また、当時の品川湾の海や魚の様子がわ

かるという点でも興味深い。6656/Ki54 

17 釣り方圖解 / 上田尚著 ; 第 2,3,5 集  文化生活研究會, 1925-1926 787/U32  

18 釣魚秘伝集 / 大橋青湖著    第一書房, 1930.8.  

    江戸時代の釣りの本を集めて翻刻し出版した本。「魚猟手引」「釣客傳」「漁人

道しるべ」「釣魚秘伝・何羨録」「魚鑑」などの著名な古典を１冊の活字本で読

める意義は大きい。110/O35/1 

19 竿忠の寝言 / 中根音吉著 ; 沢村芳太郎稿.文治堂書店, 1976.  

    釣竿職人として有名な初代竿忠が語った竿作りや商売のことを孫の三代目が

まとめた本。初版は昭和 6年発行。289.1/N38 

20 趣味の淡水魚と其釣り方及び料理法 / 目黒広記著.--杉山書店, 1934,11. 

110/M21/2  

21 鱒釣り 附いわな やまめ / 目黒廣記著. 杉山書店, 1935.11 110/M21/1 

22 釣魚大全 / アイザック・ウォルトン著 ; 平田禿木譯.國民文庫刊行會, 

1936  

23 幻談 ; 観画談 : 他三篇 / 幸田露伴作.岩波書店, 1990. -- (岩波文庫).  

     幸田露伴の短編集の中でも「幻談」は釣り文学の傑作と言われる。斎藤茂吉は

この本の文体を評して「談は世故にたけた老翁の談であって、これくらい洗練

された日本語をいうものはない。」と述べている。初版は昭和 13 年。  913/Ko95 

24 東京府内灣漁具圖集.  東京府水産會, 1940 

東京都内湾漁業の網、延縄、竿など 71 種類の漁具の構造、漁期、漁場、漁獲

物、漁法などについての調査結果。漁業組合別、漁獲物別の違いについても詳

細に調査している。665.5/To46 

25 Angling in Japan / by Meizi Matuzaki ; translated by R. Okada    Board 

of Tourist Industry, Japanese Govt. Railways, 昭和 15 [1940] -- 

(Tourist library ; 32).   

    昭和 15 年に国際観光協会より発行された英語で書かれた日本の釣りについて

の本。多摩川で並んで釣りをする大勢の人、和服で釣りをする女性など当時の

写真が掲載されており興味深い。 787/Ma92 
26 釣の話 / 亀山素光著.    弘文堂書房, 1940. -- (教養文庫 ; 61).  787/Ka36  

27 渓流魚の釣 / 益田甫編 ; 釣技篇 ・ 釣場案内篇. 水産社, 1941.8 -- (現



 

代日本の釣叢書 ; 1).  110/S86/1 

28  河川の釣 / 益田甫編 ; 附 釣場案内. 水産社, 1941.11 -- (現代日本の

釣叢書 ; 4). 110/S86/1 

29 鮒つり / 佐藤垢石, 鈴木晃著    鶴書房, 1942.12 111/S11/2 

30 釣技百科 / 松崎 明治. 朝日新聞社 , 昭 17(1942)  

    魚種別・主な地域別に釣技を詳細に網羅した本。巻末の釣魚関係文献一覧も詳

細で有用。787/Ma92 

31 たなご〔タナゴ〕・公
わか

魚
さぎ

釣 / 佐藤垢石,鈴木晃共著 鶴書房, 昭和 18. 

111/S11/1 

32 釣 / 佐藤 惣之助/著. 2 版. -- (創元選書).1943 787/S85 

33  魚影風土記； 渓流魚釣場 / 佐藤垢石著. 鶴書房, 1943 111/S11/3 

34 釣魚譜 / 大橋青湖. 博文館, 1943 111/O35/1 

35 川釣り / 井伏鱒二著.岩波書店, 1952. -- (岩波新書 ; 青-103).  914/I12 

36 日本釣漁技術史小考 / 渋沢敬三著.  角川書店, 1962  

著者は実業家澁澤栄一の孫で日銀総裁、大蔵大臣を歴任。漁業史に造詣が深く、 

多くの著書がある。水産関係資料で有名な祭魚洞文庫の蒐集者としても知られ 

る。この本は「明治前漁業技術発達史」として出版された図書の内、釣漁業の 

部分のみを分冊刊行したもの。日本の釣漁業の発達の歴史がよくわかる。

6644/Sh21 

37 釣師 ; 釣場 / 井伏鱒二著. 新潮社, 1964. -- (新潮文庫 ; B-1-1). 913/I12  

38 完訳 釣魚大全 / Walton,Izaak ; アイザツク ウォルトン/著 ; 森 秀人/

訳解説.虎見書房 , 昭和 45(1970) 787/W37 

39 釣本(つり)の周辺 / 丸山信著.   白川書院, 1976 787.1/Ma59 

40 土屋鴎
おう

涯
がい

戯画磯釣 / 土屋 鴎涯 ; 佐藤 七郎/編.    本間美術館. 1977-- 

(庄内の釣 ; 第 3 輯).   787/Ts32 

41 釣針史料集成 / 勝部 直達/編著  渓水社 , 1978   6655/Ka87 

42 薩
さつ

摩
ま

烏
い

賊
か

餌
え

木
ど

考
こう

 / 岡田喜一著. 内田老鶴圃新社, 1978  

  イカ漁に使われる木製の疑似鈎を烏賊餌木と言い各地に残るが、その中で鹿児 

島県に残る烏賊餌木についての研究をまとめた資料。民芸品のような烏賊餌木 

の写真が味わい深い。6655/O38 

43 露伴釣談 / 幸田露伴著 ; 開高健編 アテネ書房, 1978. -- (復刻釣の名

著 ; 第 1 期第 7 冊). 9186/Ko95 

44  オーパ！/ 開高健著 高橋曻写真 集英社, 1978 296/Ka21 



 

45  カラー版 釣魚大全 / Cagner,Ewert ; E.カグナー/著.1979 787/C11 

46 日本釣具大全. 笠倉出版 , (1981) 787/N77 

47 釣魚大全書目/松本國雄編.がまかつ,1986.--(がまかつ文庫).  6603/Mq81/R 

    アイザック・ウォルトンの「釣魚大全」は 1653 年にロンドンで初版が出版さ

れて以来、釣り人の聖典とも言われ、世界中で版を重ねている。この本は様々

な”The Complete Angler”のコレクションを写真入りで解説している目録で

ある。6603/Mq81/R 

48  釣りの文化誌 / 丸山信著  東京 : 恒文社, 1986.8 787.1/Ma59 

49 江戸時代からの釣り / 永田一脩/著. -- 新日本出版社.1987 787/N23 

  江戸時代から昭和に至るまでの釣りについて文献を詳細にあたって、記述した 

    資料。単なる文献考証にとどまらず著者自身が釣り人としての視点から考察し

ている点がユニーク。紹介している文献の数も多いので、釣書の案内としても

頼りになる１冊。 

50 渓流魚づくし / 開高健編 ; 山本素石編.  筑摩書房 1988 787/Ka21 

51 オーパ、オーパ!! / 開高健著 ; 高橋曻写真 ; アラスカ篇カリフォルニ

ア・カナダ篇, アラスカ至上篇コスタリカ篇, モンゴル・中国篇スリラン

カ篇.  集英社, 1990. -- (集英社文庫).  915.6/Ka21 

52  雨の日の釣師のために : 釣文学 35 の傑作 / D&G.パウナル[原]編 ; 開高

健編 ; 野崎孝他訳. 新装版. -- ティビーエス・ブリタニカ, 1991 908/P87 

53 釣魚大全 / I・ウォルトン著 ; 立松和平訳・解説. 小学館, 1996. -- (地

球人ライブラリー ; 025).  787/W37 

54 江戸釣魚大全 / 長辻象平著.平凡社, 1996. 787/N24 

55  釣りの原典 / 農商務省水産局編纂 ; 天野敬訳. 博品社, 1996 664.4/N97 

56 『何羨録』を読む : 日本最古の釣り専門書 / 小田淳著 ; 楠山正良編.    

つり人社, 1999. -- (つり人ノベルズ).  787.1/O17 

57 釣魚をめぐる博物誌/長辻象平著. 角川書店, 2003.(角川選書;353) 6646/N24 

58 江戸の釣り : 水辺に開いた趣味文化 / 長辻象平著.   平凡社, 2003. -- 

(平凡社新書 ; 179).   7871/N24 

59 江戸前の素顔 : 遊んだ・食べた・釣りをした / 藤井克彦著. -- つり人社, 

2004. 6602/F57 

 

－展示資料リスト作成参考資料－ 
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 釣鈎図譜解題 / 勝部直達編著 溪水社 , 1978 
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